
履修方法等に関連する留意事項は下記のとおりです。

（１）人間科学部の授業科目の履修（博士前期課程のみ）
　　履修申請時に研究科委員会の承認を得て、本学部の授業科目を履修して修得した単位は、８単
位を超えない範囲で選択科目の単位に充当することができる。（指導教員の承認印をもらった所
定の様式を教務係に提出すること）

（２）リーディングプログラムの授業科目の履修（博士前期課程のみ）
　　履修申請時に研究科委員会の承認を得て、リーディングプログラムの授業科目を履修して修得
した単位は、選択科目の単位に充当することができる。（指導教員の承認印をもらった所定の様
式を教務係に提出すること）

（３）外国の大学に留学中に修得した単位について（博士前期課程・博士後期課程共通）
　　本学（本研究科）と大学間（部局間）学術交流協定を締結している外国の大学に留学し、当該
大学で単位を修得した場合、所定の手続のうえ、本研究科の単位として認定することができる。
（休学期間中に協定校以外の海外の大学で修得した科目の単位についても、上記と同様に認定が
可能）

（４）未来共創センターにおける実践型学修活動の単位認定について
　　未来共創センターにおける実践型の諸活動に学生が主体的に関わり、その学修活動の成果等に
対して単位認定を申請する場合は、所定の申請様式をセンターに提出すること。

　　なお、単位認定は、教務委員会で審査するとともに、認められた場合は次の科目として認定す
る。

　　博士前期課程：共通科目「総合人間科学実習Ⅰ・Ⅱ（各２単位）」
　　博士後期課程：共通科目「総合人間科学特別実習Ⅰ・Ⅱ（各２単位）」

（５）公認心理師科目について（前期課程のみ）
　　特別科目・公認心理師科目「心理実践実習Ⅰ～Ⅳ」で修得した単位は、修了要件の単位に算入
することはできません。

（６）その他
○大学院履修モデル

人間科学研究科では、研究分野（一部は講座単位）ごとに複数の履修モデルを作成しており、
大阪大学人間科学研究科／人間科学部のＷｅｂサイトで公開しています。このモデルを参考と
し、ガイダンスや指導教員、副指導教員等の指導に従って授業科目を履修してください。

○大学院横断教育科目
大学院横断教育科目については、本冊子の別ページに概要を掲載しています。本研究科は、
学際性、実践性及び国際性を教育研究の柱に掲げており、本研究科教育課程の授業科目を履修
し、さらに専門領域と関連する、あるいは専門領域と異なる、これらの科目を履修することは、
知識と教養を深めるためにも有効な手段です。

○大学院副専攻プログラム、大学院等高度副プログラム及び知のジムナスティックス（高度教養
プログラム）
大学院副専攻プログラム、大学院等高度副プログラム及び知のジムナスティックス（高度教
養プログラム）については、本冊子の別ページに概要を掲載しています。本研究科は、学際性、
実践性及び国際性を教育研究の柱に掲げており、本研究科教育課程の授業科目を履修し、さら
に専門領域と関連する、あるいは専門領域と異なる、これらの教育プログラムを履修すること
は、知識と教養を深めるためにも有効な手段です。
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